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総合効率化計画の概要
山九（株）・（株）ｻﾝｷｭｳ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ･中国

１：CO2計算の対象とした輸送

＜ 効率化計画の概略図 ＞
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水島新倉庫
＜特定流通業務施設＞

水島５号倉庫

化学メーカー工場

水島１号倉庫

玉島５号倉庫

10㌧車輸送（合成ゴム、化成品、高機能樹脂）/38km

10㌧車輸送（化成品、高機能樹脂）/16km

10㌧車輸送(高機能樹脂）/15km

10㌧車輸送（包装容器）/16km

10㌧車輸送（化成品）/18km

水島２号倉庫

水島５号倉庫

化学メーカー工場

水島１号倉庫

玉島５号倉庫

10t車輸送
（包装容器）

/18km

10t車輸送
（全ての製品）

/18km

点在する４倉庫の貨物を集約

総合効率化

水島２号倉庫
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   新日鐵小倉工場        小倉港        
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関西金属工業 

           
 
 
                                      

大同特殊鋼 

                   
 

新設物流拠点・・稲沢倉庫 
 
                                      

 

 

   

                
 

愛知           岐阜        三重 

総合効率化計画の概要
大和特殊鋼（株）・丸太運輸（株）

２
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 新日鐵小倉工場        小倉港         神戸港 

                              

                              
 
                                      

                        
  

      東大阪商品センター    春日工場 
 
 

関西金属工業 

                   
 
 
                                      

大同特殊鋼 

                   
 

名古屋支店 
 
                                      

 

 

   

                
 
 愛知           岐阜        三重 



総合効率化計画の概要 （ 豊通物流㈱ ・ ㈱上組 ）

３

委　託　先

計  画
第2三好センター事業開始後

従　来
第2三好センター事業開始前

輸出実入りｺﾝﾃﾅｰ　260本／月

輸出用空ｺﾝﾃﾅｰ　260本／月

デバン後輸出ｺﾝﾃﾅｰとして利用30本分の輸送が削減

260本／月

230本／月

30本／月実入り(輸入）

部品メーカー

第2三好
セン

梱包資材供給元

梱包資材供給元 部品メーカー

輸入実入りコンテナー　　３０本/月

輸入用空コンテナー　　３０本/月



総合効率化計画の概要 （ 鈴与㈱ ・ 鈴与自動車運送㈱ ）

４



５



総合効率化計画の概要 （ ㈱エルス ）

６

①福岡エリアの物流拠点を高速I.C近くに新設し、北部九州での貨物の集約化を図る。

②幹線トラックの大型（トレーラ）化、及びモーダルシフト（内航海運）を進め積載
効率向上、及び軽油費・CO2削減を実現する。

③『集荷→保管→ピッキング→流通加工→幹線→配送』の一貫した高品質な総合物流
サービス事業展開を図る。

温度管理可能な中継基地（冷凍・冷蔵物流センター）を新設することにより冷凍及び
チルド食品の物流効率化を図る。従来の同一車両（4ｔ～13ｔ）による『集荷→幹線→
配送』型物流ではなく、北部九州エリアの貨物を集荷車両（2～4ｔ）が集約し、幹線トラックを大型化（トレーラ化）すると共に内航
海運へモーダルシフトする。
・このように『集荷→保管→ピッキング→流通加工→幹線→配送』の一貫した高品質な
総合物流サービス事業展開を図るとともにCO2排出量を47％削減する。

 
トラック輸送

 トラック輸送

フェリー輸送

○現行 ○計画



 
 
 
 
 
 
 
                                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計  画 

特定流通業務施設 

岩倉流通センター

集荷 

配送 

A 社各店舗 
B 社各店舗 

C 社各店舗 

一時保管・仕分け・積み合せ 

A 社各店舗 A 社各店舗 
B 社各店舗 B 社各店舗 

C 社各店舗 C 社各店舗 

東部方面 西部方面 北部方面 

① ② ③ 

④ 

四日市センター 
（A 社） 

中京センター 
（B 社） 

大口センター 
（C 社） 

⑤ ⑥ 

小 

売 

店 
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ー
カ
ー
・卸
業
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A 社各店舗 

現  行 

総合 
効率化 

A 社各店舗 
B 社各店舗 

①－３ 

①－２ 

①－１ 

②－１ 

③－１ 

②－２ 

③－２ 

③－３ 

②－３ 

四日市センター 
（A 社） 

中京センター 
（B 社） 

大口センター 
（C 社） 

C 社各店舗 
B 社各店舗 

A 社各店舗 
B 社各店舗 

C 社各店舗 C 社各店舗 

西部方面 北部方面 東部方面 

配送 

小 

売 

店 
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ー
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ー
・卸
業
者 

総合効率化計画の概要 （ ㈲トキキヤリーサービス ）

７



総合効率化計画の概要 （ アルフレッサ㈱、日商物流サービス㈱ ）

８

① メーカーから入荷するセンターを一元化し作業の効率化を図ると共に、メーカー輸送便の配送効率向上と排出ガス抑制
へ貢献する。

② 中間センター機能と配送便を廃止し輸送時排出されるＣＯ２の削減を図る。

③ （新）埼玉物流センターを中心に、合理的かつ効率的な配送網を構築し、輸送トラックより排出されるＣＯ２の削減を図る。

現在 構想



現行の輸送・配送体制

船橋工場

小牧倉庫

豊橋倉庫 名古屋市内 百貨店

三重方面 外食店舗

幹線入庫

拠点間移動

店舗配送

メーカー自家輸送等

横持ち輸送

※現状、各メーカーよりそれぞれ指定された倉庫へ入庫し、それぞれの倉庫から各店舗へ、トラック配送を行っている。

総合効率化計画の概要 （ 名豊興運㈱ ）

９



※新しく流通業務施設を設け、既存の各倉庫で扱っていた食品を一括管理（在庫・仕分け）し、配送面では、共同配送を確立することによる積載効率の向
上、車両台数の削減、輸送距離の短縮を目指し、その結果として、CO2の大幅な削減を図ることを、目的とする。

計画する輸送・配送体制

名古屋市内 百貨店

三重方面 外食店舗

幹線入庫

拠点間移動

店舗配送

特定流通業務施設

共同配送

共同配送


